
特定非営利活動法人ちくしっ子ネットワーク 

第 10期（平成 27年度）第 6回定例理事会議事録 

 

１. 日 時：平成 28年 4月 23日（土）19：30～21：30 

２. 場 所：筑紫東小学童保育所 

３. 出席者理事 21名 

欠席者理事         3名（横田健一理事・江口織花理事・鐘江ひとみ理事） 

その他出席者        8名（28年度就任予定理事）   

 

議事 

１. 基本理念唱和 

２. 理事長挨拶 

1. 審議事項 

第 10期通常総会 総会上程（案）  

①第 1号議案  平成 27年度 事業報告並びに収支決算書、貸借対照表及び財産目録の承認

に関する件  

②第 2号議案  平成 28年度事業計画及び予算承認の件 

②第 3号議案  専務理事役員報酬決定の件  

③第 4号議案  新役員選出及び承認の件 

2. 報告事項 

・人事管理委員会による公聴会の件 

・新年度クラブ数変更の件 

3. 連絡事項 

第 10期通常総会について 

日程：平成 27年 5月 28日（土）19:00～21:00 

場所：生涯学習センター 視聴覚室 

 

１. 基本理念唱和 

開会に先立ち、理事一同による基本理念の唱和が行われた。 

 

２. 理事長挨拶 

(髙木理事長)より「先日の研修会では、議題等がわかりにくいところがあった点を反省している。何故、指定管

理者制度にせずに保護者が理事として関与しているのか、というのには理由がある。私たち保護者が働いて



生活を守るためにも、指導員の先生の生活の糧である職場をを守るということ、指定管理者制度になって保

育料が企業側の都合だけで不適切に上がらないようにするということである、ということをお話ししたかった。

しかし、日ごろ学童で抱えている問題がメインになってしまった。今後、執行部も丁寧に説明していって、理

事や指導員、保護者と課題を共有していきたい。」旨の挨拶がなされた。 

 

《議長指名》 

議事に先立ち、定款第 38条の規定により髙木理事長が金森副理事長を議長指名しており、金森副理事

長が受諾した。 

 

《定数確認》 

理事 24名中、出席理事 21名で定足数を満たしており、定款第 39条の規定により有効に成立する旨の

報告がされた。 

 

３．審議事項 

（議長）より、審議事項①「第 10期通常総会 総会上程（案）第 1号議案 平成 27年度 事業報

告並びに収支決算書、貸借対照表及び財産目録の承認に関する件」について執行部に説明が求め

られた。 

（髙木理事長）より 

「事業報告について、総括的概要に記載しているとおり、筑紫野市の学童保育は保護者と指導員が共に汗を

かき作り上げてきた伝統と歴史がある。これを継承していく形で、重点課題に取り組んだ。①法人理念に基基

づく学童保育運営を明確にする、については不明確な入退所基準等を各学童で統一するために、ガイドライ

ンを制定した。②職員の労働条件、労働環境の整備について、思いも寄らぬことが発覚したが、常勤専務理

事が巡回指導や個人面談で解決した。しかしまだ各学童でのばらつきがある為、継続した取り組みが必要で

ある。③主任者制度の確立については、現在の主任は、主任者任用試験を受けて選ばれたという自信を持っ

て業務に取り組んでいる。しかし、主任者の仕事内容の精査ができていない。任用条件のみの制定が出来た

状況である。④行政や他団体との連携・コミュニケーションの強化については、筑紫よかまち協議会に法人と

して所属し、各学童は地域の行事に積極的に参加している。今後もよりよい関係を築いていきたい。⑤組織

規程等の整備について、少しずつではあるが、規定を整理している。今後も続けて整備していきたい。活動計

算書（案）について、これはＮＰＯ法人会計基準に則て作成している決算書である。自主事業収入が約１億円

市から受託している受託事業収入が約１億円である。支出について、事業費は事業を行うために必要な経

費、管理費は運営を行うために必要な経費を計上している。施設整備費については、基本的には公設民営

であるため、施設の整備は市の管轄であるが、緊急性があるにもかかわらず市の予算の都合ですぐには着手

できない際は、ある程度は法人で出来るように予算化している。貸借対照表、財産目録について、正味財産

合計が余剰金と言われる金額である。余剰金と言われているが余っているわけではなく、毎年、委託料との人

件費の差額に充当している。余剰金が無くなる前に行政との話合いもしていかなければならない。」旨の説明

がなされた。 

（議長）より、質問や意見が求められたが特になく「審議事項①第 10期通常総会 総会上程（案）

第 1号議案 平成 27年度 事業報告並びに収支決算書、貸借対照表及び財産目録の承認に関す

る件について、承認頂ける方は挙手をお願いしたい。」旨が伝えられ、賛成多数で承認され、審議

事項①は終了した。 



（議長）より、審議事項②「第 10期通常総会 総会上程（案）第 2号議案 平成 28年度事業計画及

び予算承認の件、第 3号議案 専務理事役員報酬決定の件」について執行部に説明が求められた。 

（髙木理事長）より 

「1法人経営方針については、揺らぎなく脈々と受け継がれてきたものである。2 クラブ運営方針については、

保護者がなぜ運営しているのかを理解して、指導員と共に協力して保育理念と保育方針に基づく保育の実

現を目指すということである。3重点課題の①行政との連携強化については、先程説明した余剰金と人件費

の問題等、これからも保護者主体の学童運営が出来るように、連携を強化していかなければならない。②職

員の労働環境の整備については、労基法の遵守やストレスチェックの実施等。③組織規程等の整備につい

て、現在、規定上は指導員という名称だが、放課後児童クラブ支援員という正式名称が設置されたため変更

しなければならない点を含めて、規程を整備する。④地域団体との連携・コミュニケーションの強化について、

現在、商工会に加入して従業員の健康診断に活用しているが、もっと地域の企業との連携して情報提供して

もらい、よりよい保育につなげて一緒に地域を盛り上げていく。活動予算（案）については、活動計算書と同じ

内容で予算はたてている。大きく変わっているのは、指導員の募集に係る広告費を 20万円、事務局のパソコ

ンを買い替えるために備品費を 20万円増額している。児童数がここ 2年をみても 100名以上増加してお

り、人件費と児童に係る経費は増額している。専務理事報酬については、これまで同様 230万円で計上して

いる。専務理事報酬については、仕事内容や拘束時間等を考えると、もっと増額してもよいのではないかと思

う。」旨の説明がなされた。 

（天拝学童 渡邊氏）より 

「専務理事は大変な仕事だから、報酬は上げたらよいのではないか。」旨の意見がなされた。 

（髙木理事長）より 

「行政との折衝や緊急時の判断という大変な仕事であるので、増額の意見が出るのは有り難いことである。」旨

の回答がなされた。 

（原田学童 坂田理事）より 

「学童に帰って保護者に説明する根拠が必要である。」旨の意見がなされた。 

（髙木理事長）より 

「責任ある仕事を任されているにも関わらず、一部の指導員給与より安いということである。」旨の回答がなされ

た。 

（二日市北学童 前山理事）より 

「実績をみて昇給すればよいのではないか。」旨の意見がなされた。 

（二日市東学童 鬼頭理事）より 

「事務員給料が 50万円増額になっている。これに含まれているのか。」旨の質問がなされた。 

（髙木理事長）より 

「専務理事は、報酬であって給与ではない。昇給という考えとは違う。事務員給与の増額は、非正規から正規

に任用したためである。」旨の回答がなされた。 

（髙木理事長）より 

「それでは、いくら位の報酬が妥当だと思われるか。」旨の質問がなされた。 

（天拝学童 渡邊氏）より 

「今のベースが安いので、上げようではないかということである。」旨の意見がなされた。 

（山口学童 武井理事）より 

「他法人の専務理事の報酬はいくら位なのか。」旨の質問がなされた。 

（髙木理事長）より 

「近隣の専務理事職の相場は 280万円くらいではないか。当法人の専務理事の実働時間と職員の平均時給



を勘案するとそのくらいになる。当法人の専務理事報酬も 280万円を提案したい。提案までに、根拠を調べ

ておく必要がある。類似団体事務局員も 320万円程度のところがある。」旨の回答がなされた。 

（議長）より、「審議事項②「第 10期通常総会 総会上程（案）第 2号議案 平成 28年度事業計画

及び予算承認の件、第 3号議案 専務理事役員報酬決定の件について、承認頂ける方は挙手をお願い

したい。」旨が伝えられ、賛成多数で承認され、審議事項②は終了した。 

（議長）より、審議事項③「第 10期通常総会 総会上程（案）新役員選出及び承認の件」について執

行部に説明が求められた。 

（髙木理事長）より 

「総会資料１７ページに記載された方々が新役員候補である。」旨の説明がなされた。 

（議長）より、「審議事項③「第 4号議案 新役員選出及び承認の件について、承認頂ける方は挙手を

お願いしたい。」旨が伝えられ、賛成多数で承認され、審議事項③は終了した。 

４．報告事項 

（髙木理事長）より 

・人事管理員会による公聴会の件 

 公聴会開催の経緯は、人事管理員会で十分な検討を経て決定した事項に対して、地域の場で不満

や法人批判を行っている状況があることと、職員の進退について保護者会が要望書を提出しようと

することは看過できないという理由から、保護者会理事および会長も同席の上、人事管理委員会か

ら「公聴会」を開催したい旨の提案があり、理事長として受諾した。公聴会開催の事務手続きが不

十分であった点は反省し、今後は留意したい。 

・新年度クラブ数変更の件 

保護者会役員は非常勤の役職員であるため、従来から、主任を経由して伝達を行っている。本件

については、重要な案件であることを判断し、直接、会長に連絡すべきであったと考えており、

今後は職員共に十分な連絡体制に努める。 

５．連絡事項 

（泥川副理事長）より 

「第 10期通常総会を、平成 28年 5月 28日（土）19：00より生涯学習センター視聴覚室に於いて 

開催する。理事の皆様は 18：50までには受付を済まされるようお願いしたい。」旨の報告がなされ

た。 

（泥川副理事長）より、協議事項はすべて終了したことが告げられ散会した。 

 

21時 30分終了 


